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　１２月６日臨時国会が召集され、岸田首相の所信表明が行われた。新型コロナウイルス感染
症対策や経済、社会保障、外交・安全保障などの課題を網羅するにとどまり、どんな社会を目
指すの、理念が見えなかった。
　首相は「新しい資本主義」の説明に多くの時間をさいた。新自由主義で格差や貧困が拡大と
して新しい資本主義を具体化することで、「成長も分配も実現する」と強調し、「数世代に一度
の歴史的挑戦」と位置付けた。しかし、内容は安倍・菅政権がすすめた政策の延長だ。例えば、
通信網の整備で地方を活性化させる「デジタル田園都市国会構想」かつての「地方創生」と違
いがハッキリしない。過去の政権が表明した二番煎じが見受けられる。
　新しい資本主義が看板政策だとしても、新鮮味も熱意も感じられないのは、首相が政策で社
会をどう変え、どんな未来を目指すに至っていないからではないか。
　首相は自ら議長を務める「新しい資本主義実現会議」で、全体像と実行計画を来春まとめる
方針を示したが、どんな社会をめざすのか信念を持って語らなければ、これまでの政権と同じ
だ。政策に「新しい」という形容詞をつけただけだ。（１２/７東京新聞）
　私たちは、当面は資本主義の世界で生活しなければならないが、いずれその破綻は来るだろ
う。明治以降日本は資本主義と軍国主義のもとで日清・日露戦争から今次のアジア・太平洋侵
略戦争まで欧米列強に比肩すべく、政治・経済社会を進めてきた。そして現在でも天皇制や戦
前の生活習慣や家族制度的なことを維持しながら生きている。さらに世界ではグローバル資本
主義という巨大化した資本主義が跋扈し、世界的協調体制＝Ｇ７、Ｇ２０などサミット体制で
世界の政治・経済秩序維持が維持されている。米中対立が激化している中、岸田政権は右往左
往している。マスコミ・メディアも煽っている。米中対立を冷静な立場で批判をし、注視して
いかなければならない。
　私たちは、岸田政権の「新しい資本主義」に対して、「真っ当な資本主義」を対置すること
ではなく、労働者・「国民」の要求実現のため奮闘しなければならない。
　２０２２年は参議院選挙である。岸田政権を打倒すべく闘おう！
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　記　芝崎眞吾（ユニオン平和副代表）
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■ 11 月 17 日 12 時、衆議院第 2 議員会館

前で、「MOX 燃料搬入反対」緊急行動が開
かれた。本日 (17 日 ) の朝、関西電力高浜原

発へ、フランスから 10 週間（喜望峰経由）

か

けMOX 燃

料を載せた
２隻の貨物船で搬入

さ
れた。「さよなら原発 1000 万人アクション

実行委員会」は、直ちに抗議の集会を開いた。
　主催者挨拶・井上年弘さんから、今日、フ

ランスから 10 週間かけて、関電高浜原発に

MOX 燃料船が入港した。これは使い終わる
と、何ら手に負えない危険物になり処理方法

が見つからない。再処理工場など日本にはな
く、これからも予

定はない。そんな

危険な物が上陸し

たと報告された。

■ 11 月 24 日 JR 津田沼駅南

口で、新社会党が取り組む「全

国一斉相談」の街頭宣伝を行い

ました。のぼりを立て、チラシ

の配布とコールで通行する人に
呼びかけました。放火、殺人、虐待など痛ま

しい事件のニュースが流れます。根底にある

のが生活の困窮です。コロナ禍での失業など、

再就職も見つからず生活が戻らない。働いて

も生活できる賃金がもら

えない。多くの労働者が

閉塞感で、希望を見失わ

されています。小さなこ

とも相談で、生きる糧を

つかみましょう。マイクを握り「雇い止め、

いきなり解雇」「残業代を正当に支払われな

い」等々はありませんか？など訴え、チラシ

を受け取ってくれました。リレートークでア

ピールしました。

■11 月25 日、新宿駅西口( 小田急百貨店前) 

で、12 月 3 日の「技能実習生制度廃止を求

める集会」の宣伝と署名活動

を行いました。リレートー

ク方式で行い、JAL 不当解雇

撤回を 11 年闘い続ける JHU 

のアピール、本郷フォーラム

からの訴えが行われた。主催

は壊憲NO ！ 96 条改憲反対

連絡会議がおこなった。

■国家権力のウィシュマさん殺害を糾弾する

「技能実習生制度の廃止を求める労働者・市

民」の集会が開かれた。12 月 3 日全水道会
館で、指宿昭一

弁護士を講師

に、「ウィシュ

マさんの殺害の
真相究明と技

能実習生制度

の廃止に向け

て」の講演が

あった。送還のための入管が、裁判所のチェッ

クもないからと、何でもできる。国家が差

別の発信地になっている。ウィシュマさん
の「死」から多くの人が動

き出した。入管法改悪を廃

案にした闘いを進めよう。

( 主催 : 壊憲 NO!96 条改悪

反対連絡会議 )

議員会館前MOX 燃料とは混合酸化物燃料の略称

高浜原発

チラシ

駅頭での訴え

新宿駅前

リレートーク

全水道会館

指宿弁護士
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故を繰り返し、8 

月には沖縄でパネ

ルを落下させた。

危険なオスプレイ

は、すでに 17 機

が木更津陸自基地

に暫定配備された。木更津から館山基地、百

里基地、東富士演習場を試験飛行で飛び回り、

習志野演習場の飛来も迫っています。危険な
オスプレイを市街地の上空に飛ばさせない思

いは、集まった 550 人が平和を訴えた。

■『憲法改悪反

対！辺野古新基地

建設反対！敵基地

攻撃能力保有反

対！いのちと暮らしと営業をまも

れ！ 12・6 臨時国会開会日行動』

が 12 月 6 日、衆議院第 2 議員会

館前で開かれた。( 共催は戦争さ

せない・９条壊すな！総がかり行

動実行委員会他 ) 臨時国会が始ま

る議員会館前には、
近隣諸国の緊張を煽り、軍備増

強、補正予算に 7738 億円を計

上、今年度の防衛費は GDP1% 

を超える 6160 億円に昇る。こ

の莫大な財源を福祉、教育に回

せばどんなに国民を豊かにでき

る！立憲野党の切り込みで岸田

政権を糾してもらいたい。

■ JAL 不当解雇の責任は、国交省にもある。

JHU(JAL 不当解雇者労働組合 ) は、12 月 9 
日、国交

省による

団体交渉

拒否、不

当労働行為に対する救済申立書を都労委に申

請をした。都労委事務局に委員長、書記長、

組合員、支援者ら 5 人が事務局に訪れ、団

体交渉拒否、不当労

働行為に対する救済

申立書の申請をし

た。申立は、受理さ

れたので、黒

幕の国交省を

交渉相手に出

させよう。

■「オスプレイいらない市民集会」が、12 

月 4 日、船橋市で開かれ、閉会後は市内を

パレードした。( 主催 : 習志野・八千代・船

橋ネットワーク ) オスプレイは世界各地で事

■ 2021 平和を守る千葉県集会

が、千葉市民会館で開かれた。

1941 年真珠湾攻撃から太平洋
戦争は勃発し

た。今年で 80 
年を迎え、二度と戦争の惨禍

を招くなと平和憲法の大切

さ、尊さを噛み締めよう。集

会は「憲法を守り、民主主義を守る。日本で

生活する、生きてゆくすべての人が文化的生

活を保障される当

然な社会をつくり

ましょう。差別、排他主義を許さない」趣旨で、

千葉朝鮮初中級学校校長の金さんを講師に講

演は「コロナ禍における朝鮮学校と在日朝鮮

人の現状」をテーマ行った。主催は「国鉄闘

争の経験と教訓を活かす千葉県共闘会議」

オスプレイいらないデモ

議員会館前

ユニオン平和

福島議員

都労委

本社前で

東葛林書記長

N関労秋島委員長

市民会館
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　ユニオン平和は、フォーラム平和・人権・
環境に加盟しているユニオンの集合体です。
平和・人権・環境に係わる諸課題の理論 ･情
報・行動を発信していきます。
　加入は、団体、サポーター会員として、個
人単位での加入もお願いしています。
　是非ご参加ください。

団体：一口　１０００円
個人：一口　１０００円
　※団体個人とも、可能な方
　　は複数口お願いします。

※サポーター会員証を発行しています

■辺野古新基地建設の埋め立て工事の設計変

更承認申請を沖縄県知事は 11月 25日に「不

承認」と発表した。しかし、承認撤回を取り

消した国土交通相の裁決を違法として、県が

取り消しを求めた 15日の控訴審判決は、県

の敗訴となった。新基地建設に反対してきた

県民からは、県に原告適格がないと断じた判

決への疑問や「諦めてはいけない」との声が
上がっていると、琉球新報で報じている。

　米軍普天間飛行場の周辺住民らで構成する

普天間爆音訴訟団の前団長、島田善次さん

（81）は「沖縄の道理が通らない状況だ。沖

縄には民主主義がないのか」と憤った。一審

判決で、県に原告としての適格がないとの司

法判断に疑問を呈しつつ「訴えが通らなくて

も、何度も闘うことが大切だ。諦めてはいけ

ない」と強調した。

　12 月 4日の辺野古ゲート前での県民大行

動には、玉城

デニー知事

も駆け付け、

８００人余り

が参加する中

で、力強い訴

みずま雪絵を励ます集い

えがされた。同時に、設計変更不承認」を支

持・支援する県民集会も開催され、糸数議員

など沖縄の現地からの訴えが行われ、あきら

めない力が闘いを支えている。

　沖縄県・玉城デニー知事による辺野古設計

変更「不承認」を支持するネット署名が５万
人に近づいており、玉城

知事を支え「団結して

新基地建設を阻止しよ

う」との思いが全国を駆

け巡っている。あきらめず何度でも闘う力を

オール沖縄が支えており、この闘いを全国で

支えていこう。

県民集会（12月 4日）

県民集会（12月 4日）
糸数さん

玉城デニー知事

辺野古ゲート前県民大行動


